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「菅塩町むらづくり推進協議会」では、傾斜地農地にみかんを育て約２０年。毎年、市内の保育園、
幼稚園児を招いてみかん狩りを実施し、今年は500人ほどが参加しました。前日までに子どもた
ちが歩きやすいよう、草刈りをしましたが、大変な作業にたくさんの方が集まります。 「おしゃべり
をしたり、コミュニケーションがとれるから楽しいよ！」と笑顔で菅塩町の皆さんは話します。

人とのつながりは、「地域のお宝」で、お互い顔の見える関係から始まる支え合い
活動です。サークル活動、趣味の仲間、ご近所さんとのお裾分け、お茶飲み仲間は、
５年後、１０年後の人生を豊かに過ごすための糧となります。
あなたの今のつながりを「支え合い活動」として意識してみてください。

みかん狩りが終わって菅塩町の皆さんが集まりました。「今年も

無事に終了しました。来年も頑張りましょう」と羽鳥会長。

菅塩町の環境美化活動を通してできる「地域のつながり」は、

健康維持、お互いの見守り、支え合い活動に 発展しています。

※詳細は「つながる通信Vol.91



地域のお宝発見 ～太田市生活支援体制整備事業～

お問い合わせ
太田市社会福祉協議会 地域福祉係
〒373-0817 群馬県太田市飯塚町1549
TEL 0276-46-6208 FAX 0276-46-6229

詳しくはこちら

★あなたの地域のお宝情報を募集しています！
「私の近所ではこんな取り組みをしている」「こん
な工夫をして気にかけ合っている」など、あなたの地
域のつながりを教えてください。情報をお持ちの方は
右記お問い合わせまでお願いします。

「みかん狩り企画にこころより感謝」

太田仁愛幼稚園 田中重雄 園長

「わぁー。すごい、いっぱいのみかんだー。」 「美味しそう。」驚きと大喜びの園児たち。初めて見
るみかん畑の景色に感動し、素晴らしい時間を過ごさせていただきました。
子どもたちにとって、幼稚園は人生ではじめての社会生活の第一歩です。家庭では得られない

自立という環境に入り、幼稚園の生活の中で他人との関わり方を学びます。喜怒哀楽を経験し、
自己主張・自己抑制・思いやり・助け合いなどさまざまな自我が芽生え、社会生活の道徳を少し
ずつ学ぶ場です。
毎回、みかん狩りを通して、子どもたちにみかん狩りのルールやみかん栽培して頂いた地元の

方々、その他の関係者の方々への感謝の気持ちについて園児たちと先生達で話し合っています。
「当たり前ではない、感謝の心」を一緒に持って参加させて頂きました。
長い歴史のある「みかん狩り」にいつもお誘い頂き誠にありがとうございます。 皆様の力が未来
の子どもたちに大きな力を与えてくださると言っても過言ではありません。参加者を代表してお礼
申し上げます。「誠にありがとうございました。」

「楽しかったみかん狩り」

強戸こども園 齊藤美由紀 先生

12月９日は子どもたちが待ちに待っていたみかん狩りの日でした。

現地に着き、実際にみかんを目にするととてもはしゃぐ子どもたち。それぞれが好きな木を選び、
真剣な目でみかんを選んだり、友達と一緒においしそうに見えるみかんを探したり、家族の人数を
数えながら家族分のみかんを袋に入れて満足したり。自分で持ってきた袋だけでは足らず、追加
で袋をもらう程沢山取っている子どももいました。そして自分で採ったとりたてのみかんを口にした
瞬間、「おいしいね。」「ちょっと酸っぱいけどおいしいね。」と笑顔いっぱいに話す子どもたちの姿
にとても嬉しい気持ちでいっぱいでした。
大地の恵み、そしてたくさんの方の愛に触れられ、貴重な体験をさせて頂けたことに感謝の気持
ちでいっぱいです。ありがとうございました。
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